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要旨

　本研究の目的は公益財団法人日本体育協会公認アスレティックトレーナー試験において，平成24年度，

25年度のスポーツ外傷・障害の基礎知識分野（以下、外傷分野）の出題傾向を分析すること，そして外傷

分野の中でも柔道整復師国家試験（以下、柔整国試）にも出題された傷害を抽出し，どのような傾向がみ

られるか調査する事であった．結果，外傷分野における問題の傾向は上肢のスポーツ外傷と下肢のスポー

ツ外傷の2項目において出題頻度が高く、受験対策の重要性が示唆された．また，外傷分野問題で平成24年

度33傷害，平成25年度は50傷害が柔整国試でも出題されており，同一傷害を取り扱う問題が多かったこと

より，柔整国試対策の学習は，外傷分野に直接関係すると考えた．

　キーワード：AT試験，柔整国試，傾向と対策
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Abstract
　The purpose of the study was to analyze the questions on the sports injuries of the athletic trainer 
certification examination (AT exam) in 2012 and 2013, to extract injuries which were also questioned in the 

national examination for judo therapy practitioners (JT exam) and to find a trend of those injuries. We 

found that questions concerning upper limb injuries were most frequently asked followed by those 

concerning lower limb injuries. We also found that JT exams contained 33 questions in 2012 and 50 

questions in 2013 related to external injuries. There was some amount of questions concerning the same 

external injuries in both exams, which suggested that preparations for JT exam should be useful to 

preparations for questions on the external injury field in AT exam.
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Ⅰ．はじめに

　本大学における公益財団法人日本体育協会公認アスレティックトレーナー試験（以下，ＡＴ試験）の受

験者数は，年々増加しており，本年度は31名（在学生27名、卒業生4名）となっている．一方で合格率は50％

前後で，ほぼ横ばいの状態である．合格率の引き上げには今後試験対策において増々の工夫が必要である．

スポーツ外傷・障害の基礎知識分野における試験対策について
～平成24年度，平成25年度AT試験問題の分析から～
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我々はこれまでも，担当教員数の増員による受験対策補習数の増加や早い段階での補習開講など学習の量

を増加させる形で対策を講じてきた．但し，本学科では柔道整復師国家試験の受験が求められているため，

これ以上の量的増加は現実的ではない．したがって，学習の質を向上させることが必要となっている．

これまでも，学習効率を高めるための取り組みとして，過去の受験生からAT試験問題についての聞き取り

調査を行い，予想問題の精度を高める試みを実施してきた．さらに，平成24年度より理論試験の問題が開

示されたことにより，AT試験問題から出題傾向を分析し対策を立てることが可能となった．

しかし，実際にAT試験の傾向を業的に分析した報告は見当たらない．よって問題内容の傾向分析により効

率的な試験対策が可能となる可能性がある．加えて，基礎6分野，応用6分野で構成されるAT試験問題にお

いて重要な分野の一つであるスポーツ外傷・障害の基礎知識（以下，外傷分野）においては柔整国試の内

容と一致する部分があり，両試験において同じ傷害を取り扱う問題を散見する．そのため，AT試験問題と

柔整国試問題の双方で，同じ傷害を扱う問題が多い場合，試験対策において過度な学習の重複を避けるこ

とができると考えた．

　そこで本研究の目的はAT試験において，2年間での問題を分析し，外傷分野を詳細に分類すること，また，

同年度に実施される柔整国師問題も同様に分析し，両試験において出題される傷害の一致度合いを明らか

にすることである．

Ⅱ．方法

　平成24年度および25年度のAT試験問題1）を対象とした．それぞれの問題のうち，公認アスレティックト

レーナー専門テキスト③スポーツ外傷と障害2）の内容に含まれる問題を分析した．

　1）外傷分野問題の分類方法

　外傷分野における問題を公認アスレティックトレーナー専門テキスト③スポーツ外傷・障害の基礎

知識2）を参考に項目別に分類した．試験問題は，選択肢が５つであり，選択肢間で合致する項目が異

なる場合，1つの選択肢を0．2として換算した．

　2）柔整国試問題と一致する傷害の抽出

　AT試験問題で，柔整国試問題における柔道整復学理論編と整形外科に出題された傷害と一致する傷

害を抽出した．問題の確認には「柔道整復師国家試験問題解答集　第8回～第22回」3）を使用し第12回

から第22回までの10回分を対象にした．

Ⅲ．結果

　1）外傷分野問題の分類

　AT試験問題は平成24年度で33問，平成25年度で35問が外傷分野問題であった．平成24年度，25年度

の試験問題における問題数の内訳を表1に示した．結果は上肢のスポーツ外傷・障害（平成24年度8問、

平成25年度8問）と下肢のスポーツ障害（平成24年度9問、平成25年度12問）において出題数が高い傾

向であった．また，上肢のスポーツ外傷・傷害の項目の中でも手・手指の出題が多く，下肢のスポー

ツ外傷・傷害では足・足関節の出題が多かった．
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　2）柔整国試問題に出題された傷害の内訳

　平成24年度，25年度のAT試験問題における傷害で柔整国試においても出題された傷害の内訳を表２，

3に示した．柔整国試のも出題された傷害が平成24年度で33傷害，平成25年度で50傷害となった．ま

た，上肢のスポーツ外傷・障害，下肢のスポーツ外傷・障害の項目において多い傾向がみられた．

表１．平成24年度，25年度　AT試験における外傷分野問題の内訳
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表２．柔整国試においても出題された傷害①
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Ⅳ．考察

　外傷分野問題の分類において上肢のスポーツ外傷と下肢のスポーツ外傷の項目で高い出題頻度になった

理由として，2つの項目において外傷・障害の種類も豊富であり，それに比例してテキストのページ数も他

の項目に比べて多くなっていることから，問題が選択されやすかったと考えられる．また，上肢のスポー

ツ外傷・傷害における項目の中でも手・手指の出題が多く，下肢のスポーツ外傷・傷害では足・足関節の

出題が多かった．公益財団法人スポーツ安全協会の調査4）によると平成24年度の傷害保険支払件数におけ

る傷害部位別発生状況割合を比較すると，手指の発生は18．5％と最も高く，次いで足関節の発生割合が15．

4％であった．このことから，現場において遭遇することの多い傷害部位において必然的にAT試験内での

出題が多くなった可能性がある．上記の理由から，AT試験対策において手指および足部に関する知識の構

築は重要であると考えられる．

　柔整国試問題と一致する傷害に関しては，平成24年度のAT試験で33傷害となり，平成25年度のAT試験で

50傷害となった．また，項目別にみても（表2），上肢のスポーツ外傷・障害，下肢のスポーツ外傷の項目

において柔整国試と一致する傷害が多く出題されていた．

　柔道整復師の業務は柔道整復師法（昭和45年法律第19号）の規定に基づき柔道整復を業とする者5）であ

り，その業務範囲は骨折・脱臼・捻挫・打撲および軟部組織の損傷である．また、アスレティックトレー

ナーの業務は大きく7つの項目に分けられ，スポーツ外傷・障害の予防，スポーツ現場における救急処置，

アスレティックリハビリテーション，コンディショニング，検査・測定と評価，健康管理と組織運営，教

育的指導6）となっており，どちらの業務においても外傷と障害の分野が非常に重要であることが，AT試験

と柔整国試のどちらにおいても出題数が多い理由と考えられる．

　しかしながら，AT試験と柔整国試の問題を比較して大きく異なる点として，AT試験において骨折および

脱臼の出題が少なかったことがあげられる．AT試験において2年連続で出題された骨折の傷害は有鈎骨骨

折・脛骨跳躍型疲労骨折・Jone’s骨折のみであり，脱臼の傷害は反復性肩関節脱臼のみであった．柔整国

表２．柔整国試においても出題された傷害②
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試おいて毎年35問の出題がある骨折と脱臼の分野であるが，AT試験においては出題頻度が低く，慢性疾患

や軟部組織疾患に重きを置かれていた．アスレティックトレーナーの現場において骨折，脱臼を扱うこと

が少ないわけでなく，むしろコンタクトスポーツの現場では発生する可能性が高い．しかしながら，アス

レティックトレーナーの業務において大きな外傷の応急処置はできるものの，基本的にはスポーツドク

ターに引き継がれるケースが多いため，骨折・脱臼より日頃の選手のコンディショニングにおいて扱うこ

との多い慢性疾患の専門性が重要視されAT試験における出題頻度にも影響している可能性がある．つま

り，安易に柔整国試の学習に力を入れるのではなく，慢性疾患および軟部組織損傷に学習の比率を増やす

ことが重要である．それゆえ，最も効率の良い学習方法として11月のAT試験前における柔整国試対策を慢

性疾患，および軟部組織損傷を中心とし，骨折および脱臼においてはAT試験後に行うように，カリキュラ

ム編成を行うことが必要だと考えられる．

Ⅴ．結語

　平成24年度，25年度におけるAT試験問題から外傷分野を抽出し分析した．問題の傾向としては上肢のス

ポーツ外傷と下肢のスポーツ外傷に2項目における出題頻度が高く受験対策の重要性が示唆された．また，

柔整国試問題との同傷害問題が多かったことより，外傷分野の学習は柔整国試対策を行うことで学習の過

剰な重複を避け，質の高いAT試験対策を講じることができると考えられる．さらに，柔整国試対策におい

てAT試験で比率の高い慢性疾患および軟部組織損傷の授業を，AT試験前に置くカリキュラム編成が最も

効率的な学習につながると考えた．
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